









































 本学の入学前ピアノレッスンは、入学試験合格後、4 月の入学までに行い、毎年 1 月か





































表１ パネルA パネルB （人）
受講後進度 卒業時進度
受講前進度 計 1 2 3 4 5 平均 1 2 3 4 5 6 平均
1 6 0 6 0 0 0 2.0 0 0 0 3 3 0 4.5
2 24 0 16 7 1 0 2.4 0 0 0 5 18 0 4.8
3 7 0 0 1 6 0 3.9 0 0 0 0 6 1 5.1
4 22 0 2 0 20 0 3.8 0 0 0 2 15 5 5.1
5 2 0 0 0 1 1 4.5 0 0 0 0 0 2 6.0




 表１のパネル A を見ると、進度 1（バイエル 49 番まで）の学生 6 名はすべて、入学前
ピアノレッスン受講後、進度 2（バイエル 50番～89番）に進んだ。また進度 2の学生 24
名のうち、16名（2/3）は進度 2のまま、残り 8名（1/3）は進度 3（バイエル 90番～106
番）および進度 4（ブルグミュラー程度）に進んでいた。進度 4 及び 5（ソナチネ程度）
の学生は受講後も同じ進度に留まっており、中には進度を下げた学生もいた。 
 したがって「進度を上げる」という観点を基準とした場合、今回の分析対象においては
進度 1-3の学生に対する授業前レッスンは有効であり、進度 4-5 の学生に対しては有効で
はないと言える。実際、分析対象者 61 名を対象とした受講前・受講後の平均進度の差を
統計的に検定したところ、t値 1.382（p = 16.94%）と統計的に有意な差は認められなかっ
た。その一方で、受講前進度を 1-3に限定した検定では、t値 3.458（p = 0.09%）と統計
的に有意な差が認められた。 













表２ パネルA （人） パネルB （人、年数）
保有楽器 ピアノ演奏歴
受講前進度 a b c d e 就学前小学校中学校 高校 平均年数
1 0 2 2 2 0 1 1 0 4 2.2
2 7 14 0 5 0 4 4 1 22 2.0
3 4 2 1 0 0 1 2 1 5 3.6
4 5 12 3 1 0 5 16 9 12 5.8
5 1 1 0 0 0 1 2 2 2 9.5
計 17 31 6 8 0 12 25 13 45
保有楽器：a-ピアノ、b-電子ピアノ、c-エレクトーン、d-キーボード、e-無し  
 
表 2のパネル Aを見ると、家にピアノまたは電子ピアノを保有している学生は、進度 1
を除きすべての進度水準で半数以上いることが分かる。逆にピアノ・電子ピアノを保有し





 表 2 から、1 人当りの平均年数に関しては、概ね進度が上がるほど年数が上昇している



























った 2012年度の受講生（63名）は同年度入学した 203名（幼児教育学科 193名、国際教
養学科教育コース 10 名）の約 30%に留まっている。また例年、同レッスンに参加申し込
みはするものの、欠席する学生がいることが今後の課題とみている。 
 
4-2 ピアノ保有とピアノ演奏技術向上の関係 
 今回さらに、家にピアノまたは電子ピアノを保有している学生は進度が高いことが示さ
れた。これは、①エレクトーンやキーボードでは、鍵盤の数が少なく音域が狭いため、保
育で必要な楽曲を弾く場合に鍵盤が足りないことと、②家にピアノがあることで、練習時
間が確保できていることの 2点が推測できる。 
これらの学生は幼稚園教諭免許状と保育士資格の取得を目指しており、そのために教育
課程に示された多くの授業科目の履修と、各授業の内容を修得するために求められる課題
を行っている。その忙しい日々の中でピアノの練習時間を確保するのは容易ではない。そ
のため、このような学生に対して、本学ではピアノ練習室を貸し出し、空き時間や休み時
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間に練習できるように推進を図っているが、数は限られており、それだけでは足りないこ
とが予想できる。家にピアノがあることで、帰宅してから、夜や朝に短い時間でも毎日弾
けることが演奏技術向上に繋がったと思われる。練習時間を確保するのが容易ではない学
生達の演奏技術向上のためには、教える側が、保育者を目指す上でどんな場面でピアノを
使い、どんな演奏技術が必要なのかを 1年生の始めから話し、より具体的にイメージ出来
るように心がけること、また実習等で経験を積んで、保育現場の様子が分かってきている
2 年生には、それぞれどんな体験をしたかを聞きながら、足りないところを伸ばすよう努
めるなど、個別指導を活かした言葉掛けが大切と思われる。 
 
4-3ピアノ学習経験年数と演奏技術向上の関係 
 概ね進度が上がるほどピアノ学習経験年数が上昇している結果については、ピアノ学習
経験の浅い学生も、卒業後も経験年数を重ねれば確実に演奏技術が向上するという結果と
も言える。学生達は、卒業後すぐに保育現場に入り、毎日の保育だけでなく、様々な園行
事でピアノが用いられていることから（山内, 20096）、2年間で実践できるようにある程度
の演奏技術をつけて卒業することは必至である。 
本学では、保育現場での音楽活動に使用できる楽曲を多く載せた『本学ピアノミュージ
ック』を卒業までに終えることを課している。2 年間で多数の曲を弾くことで基礎知識を
理解し、楽曲に合った解釈を身につけて、卒業後も経験年数を積んでいくことが演奏技術
向上に繋がると思われる。 
 
5. おわりに 
本稿では、2012 年度入学前ピアノレッスン受講生に絞って考察したが、61 名という少
ないデータであった。今後の課題として、他の年の受講生との比較や、入学前ピアノレッ
スンを受講しなかった学生の比較なども行い、ピアノ演奏技術向上に繋げたい。 
少子化による大学全入時代と言われる中、養成校の課題は増加し、保育を取り巻く環境も、 子
ども・子育て支援新制度のスタート、地域社会や家庭の変化などによって大きく変動してい
る。養成校のピアノの授業においても、保育者に必要なピアノ演奏技術を明確にし、短い時間
で何を重視していくのか、教える側の研究が益々必要である。人間的に豊かな保育者を育てる
ために、入学前ピアノレッスンを含め、学生達が将来生き生きと音楽活動が行える試みを、
これからも模索していきたい。 
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